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農
地
の
利
用
・
管
理
を
適
切
に

農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

改
正
農
地
法
に
は
、
農
地
の
適
正

活
用
と
効
率
的
な
利
用
は
「
農
地
所

有
者
や
耕
作
す
る
者
の
責
任
」
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

耕
作
を
放
棄
す
る
と
雑
草
が
繁
茂

し
た
り
、
老
廃
化
が
進
ん
だ
り
し
て

病
害
虫
の
発
生
や
種
子
の
飛
散
な
ど

周
辺
の
農
地
や
住
民
に
大
変
な
迷
惑

を
か
け
る
事
に
な
り
ま
す
。

所
有
者
や
耕
作
す
る
権
利
者
は
、

自
己
の
責
任
で
農
地
の
適
正
な
管

理
・
活
用
を
し
、
周
辺
農
地
や
住
民

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
農
地
を
転
用
す
る
時
は
農

地
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。

一
度
、
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用

す
る
と
元
に
戻
す
こ
と
は
原
則
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
無
計
画
な
転

用
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
農
地
転
用
を
適

切
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
無

断
転
用
や
荒
廃
、
乱
開
発
を
防
ぎ
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
役
割
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
が
車
で
町
内
を
巡
回

し
、
遊
休
農
地
の
確
認
、
調
査
、
無

断
転
用
の
早
期
発
見
、
転
用
許
可
後

の
転
用
目
的
使
用
状
況
な
ど
の
地
調

査
・
確
認
を
実
施
し
、
違
反
者
に
対

し
て
は
原
状
回
復
命
令
な
ど
の
是
正

指
導
を
行
い
ま
す
。

農
地
転
用
と
は

農
地
を
農
地
以
外
（
住
宅
・
店

舗
・
資
材
置
き
場
・
駐
車
場
な
ど
）

に
転
換
す
る
行
為

違
反
転
用
に
つ
い
て

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し

た
り
、
許
可
目
的
ど
お
り
に
利
用
し

な
い
な
ど
の
場
合
、
工
事
の
中
止
や

工
作
物
の
撤
去
を
命
ず
る
な
ど
の
措

置
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
違
反
し
た
場
合
に
は
３
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
（
法
人
は
１
億
円
）
の
罰
金
と
い

う
厳
し
い
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
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人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
補

助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
次
の
方
法
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
（
す

る
）人
は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

受
診
後
、
人
間
ド
ッ

ク
健
診
料
の
領
収
書
お
よ
び
健
診
結

果
通
知
表
、
印
鑑
、
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
補
助
金

１
人
２
万
円

（
支
払
っ
た
額
が
そ
れ
以
下
の
場
合

は
支
払
っ
た
金
額
ま
で
）

▼
対
象
者

国
保
加
入
者

１
年
以
上
吉
岡
町
の

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
受

診
日
現
在
30
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国

保
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

後
期
高
齢
加
入
者

受
診
日
現
在
吉

岡
町
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
75
歳
以

上
（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
）
で
、
後
期

高
齢
者
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人
。

▼
医
療
機
関

ご
自
身
で
医
療
機
関

を
選
定
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
保
険
室
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毎
月
16
日
は
県
民
防
犯
の
日
で

す
。
町
防
犯
委
員
会
は
、
６
月
16
日

に
渋
川
警
察
署
職
員
を
招
い
て
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
青
色

回
転
灯
を
自
動
車
に
装
備
し
て
行
う

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
適
正
に
実
施
す
る
目

的
で
、
防
犯
委
員
会
・
自
治
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
93
名
が
参
加
し
熱
心
に

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

講
習
の
内
容
は
、基
本
的
心
構
え
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
要
領
お
よ
び
注

意
点
、
事
件
・
事
故
目
撃
時
な
ど
の

対
応
要
領
で
す
。

▼
問
合
せ
先

町
民
生
活
課
生
活
環
境
室
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青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために
青少年の健全育成と非行防止を図るため、群馬県

では春・夏・冬に健全育成運動を実施しています。
町でも配布されたポスターを掲示したり、チラシを
作製しています。
多くの人の目にふれるよう、関係機関と連携し、

マンネリ化しないように工夫しながら活動を継続し
ていくことが必要です。

●子どもたちとのかかわり
を持ち、子どもたちの健
やかな成長を見守ろう。
●インターネットを利用で
きる携帯電話・ゲーム機
などにフィルタリング設
定を呼びかけよう。
●万引きをしない、万引き
を許さない、万引き防止
県民運動に取り組もう。

春の運動の目標

平成24年４月20日に死去された故柴増精
久さん(漆原)に、政府から旭日單光章が授与
されました。
柴増さんは、吉岡町議会議員として、平成

７年から３期12年にわたり在職し、この間
議長の要職も務め、町の発展に尽力されまし
た。これらの地方自治に対する功績が認めら
れ受章されたものです。
ご冥福をお祈りします。

旭日單光章を受章

故 柴増 精久さん
たん こうきょくじつ

７
月
は
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“強
調
月
間

再
出
発
を
見
ま
も
り
支
え
る
社
会

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
の

強
調
月
間
が
７
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月

間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
今

年
で
62
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。罪

を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少

年
も
い
ず
れ
は
社
会
に
戻
り
、
地
域

の
一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
更
生
を
実
効
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲

と
併
せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社

会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

急
速
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
住

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
の
対
話

が
減
り
、
地
域
社
会
や
家
庭
が
従
来

持
っ
て
い
た
犯
罪
抑
止
力
や
教
育
力

な
ど
の
「
地
域
力
」
の
低
下
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
問
題
に
取
り
組

み
、
地
域
の
連
帯
や
家
族
の
絆
を
取

り
戻
し
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
互
い

９ 吉岡町役場 牲54―3111

に
支
え
合
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社

会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し

よ
う

重
点
事
項

①
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
み
に

つ
い
て
の
理
解
促
進
」

②
「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」

み
な
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
、
罪
を

犯
し
た
人
や
少
年
の
立
ち
直
り
を
助

け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
室
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線
１
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）


